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固体地球のランダム不均質構造のパワースペクトル
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　近年,　地震波動の散乱に着目した観測研究によって固体地球のランダム不均質の存在が明らかになりつつあ

る．特に輻射伝達理論(RTT)が地震波動強度（MSエンベロープ）の解析に重用されてきた．この解析法は，ラ

ンダムな速度ゆらぎをパワースペクトル密度で表して統計的に取り扱うものであり，特に３つのパラメータ(ゆ

らぎのRMS値，特徴的長さ，第２種ベッセル関数の次数)で特徴づけられるフォンカルマン型を仮定することが

多い．このモデルによるパワースペクトル密度は，波数が特徴的長さの逆数にコーナーを持ち，それより髙波

数側では冪乗で減少する．この他の測定手段としては，髙精度の速度トモグラフィー法，地殻浅部では孔井に

おける音波検層，小さい尺度では岩石サンプルの光学的解析などが用いられてきた． 

 

　地殻からマントルにおけるこれらの報告値を総括的に調べたところ，ゆらぎのRMS値は0.01から0.1の間に

分布し,特に火山地帯では比較的大きく下部マントルでは小さい．髙波数側における波数の冪値は-３から−４の

間の値をとり，それらの多くは-３に近い値をとることがわかった．しかし，特徴的長さは大きくばらつき，そ

れぞれの測定方法に依存しているように見える．パワースペクトルの特徴をつかむために，火山のような強い

不均質や下部マントルのような弱い不均質データを除いたデータセットを作成したところ，これらパワースペ

クトル密度のエンベロープは，幅広い波数領域で波数の冪が-３の冪関数で良く近似できることがわかった． 

 

　この結果から，理論面では，波数がコーナーよりも充分大きい場合にボルン近似を用いることについての再

検討が必要であることが示唆される．観測面では，それぞれの測定においてコーナー波数の両側の領域におけ

る精緻な解析の重要性が提起される．幅広い波数領域で，また温度圧力条件の異なる領域において，このよう

な冪乗スペクトルを造るにはどのような地球物理的過程が働いていたのかを考察することも重要な課題であろ

う．
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